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■ 特許等
□酸化物超電導の製造方法  特願2001-144178
□CVD用原料溶液およびこれを用いた薄膜の製造方法   特願(MSC004)
□不燃塗料組成物、およびそれを用いた不燃化方法  特願2003-289699
□CVD反応炉  特願2004-92193  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他6件

■ 研究分野 ■ 研究分野キーワード
環境影響評価、機能物質化学、環境材料
学

バイオマス廃棄物リサイクル、バイオマ
スエネルギー

■ 研究テーマ
（１）炭を畑に多量に施用することによる炭素貯留方法の開発。（２）森林保全や有機農業の確立など、バイオマス
廃棄物の炭化・堆肥化・飼料化を核にした実用化技術の開発。国内での企業化やマレーシア世界遺産での展開。
（３）炭を微生物担体として用いる、国内やベトナムの工場排水、河川水の浄化処理技術の開発。（４）炭を微生物
単体としたバイオトイレの開発。多摩動物公園内や国立公園、ベトナム農村部での展開。（５）炭を添加した生物解
性プラスチックを用いた、生ごみ収集袋、苗育成ポットの開発。研究テーマによっては、年間50万円程度の奨学金の
給付を行う。
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